




1.研究目的

　先天異常の成因の多くはなお未解決のまま残されているが,最近本研究班に

おいて夥しい数の高年令妊婦の人工流産児と,新生児のダウン症について染色

体分析がなされ,母親の高令化に伴いダウン症はもちろん,他のトリソミーも急

上昇する事実がきわめて鮮明とされるにいたった。このため卵子の老化,或い

は卵子以外の卵巣組織構成因子の老化による排卵機構の異常などが問題視され,

染色体異常発生と結びつく重要因子たりうるものとして,卵巣・卵子の老化現

象がとりあげられるようになった。


